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＜新患情報＞

見附　ヨシ様（８１）　窪田Ｄｒ　　6月8日（月）9時来院、9：30診察予定

　現在、夫が八戸市立市民病院へ入院中の為、八戸市内で単身生活中。元来は穏やかな性格であったが、Ｈ25年頃より、感情コントロールができなくなり、些細な事で怒る事や泣く事が頻回となる。また、「自宅にある食器が自分の物ではない。自宅前の家に住んでいる人の奥さんの物だ」と訴え、自宅にあったアクセサリーや衣類を見て「家の前の奥さんが勝手に自分の家に入ってきて、物を置いていった」と訴える事が続いていた。長男や次男が近隣住民宅を訪れ、本人の行動について説明をする事で、近隣トラブルに至る事はなかった。また、鞄を紛失し、「泥棒が入った」と訴えて、警察が介入する事があったが、数日後自宅内で鞄が発見され、「前の家に住んでいる奥さんが、置いて行ったんだ」と妄想様の発言が聞かれていた。自宅の後方の家に住んでいる男性が外で作業をしている所を見かけると、「自分が外に出ているから、あの人も出てきた。気持ち悪い」と話し、その後より、自宅廊下にカーテンを取り付けて終日カーテンを閉めたままの状態が続いていた。H26年頃より、夫を自宅から出したくないとの理由でデイサービスに行かせなくなり、他人や長男嫁が夫に接している所を見ると、不機嫌になる様子が見られていた。H27年4月夫が八戸市立市民病院へ入院。以後は、長男や長男嫁の援助を受けながら、単身生活をしている。毎日の夫の面会時には、単独でバスに乗り、道に迷う事もない。物忘れも目立たず、火の不始末等もない。現在も、特定の近隣住民に対する被害妄想、「家の周りをうろうろしている人が見える」等の幻覚が持続。H27年5月に入り、「前の家の妻が、自分の夫に毒を持っていると話していたのが聞こえた」と話していた事があり、長男が本人へ詳細を確認。元々耳が遠く、近くで話している声でも聞こえないはずだが、「遠くの声でも聞こえてきた」と話しており、長男が疑問に感じていた。今回、上記状態であり、近隣住民への迷惑行為に至る可能性がある事から、かかりつけ医へ相談。一度専門医療機関の受診を勧められ、当センターを紹介され、相談に至る。

荒川　芙美子様（７８）　深澤Ｄｒ　6月9日（火）　10：30来院、11：30診察予定

　現在、グループホーム南部山さきおりの家に入所中。退職後、単身生活をしていたが、徐々に物忘れが認められ、H20年頃に東八戸病院を受診。アルツハイマー型認知症と診断され、通院を継続。H25年2月頃より、うつ症状が出現し、薬剤調整後、食欲低下、頭痛が出現。主治医に相談したが、同処方が継続となり、家族の判断でリスペリドンの内服を中断させていた。後に主治医に再度相談し、薬剤調整が行われていた。単身生活困難となり、H25年9月より有料老人ホームサンライズ八戸に入所。入所後より徐々に体調が回復してきたが、帰宅願望が著しく、同施設での対応困難となり、H26年12月、グループホーム南部山さきおりの家に入所。入所時より帰宅願望があり、「(亡くなっている)母が具合悪いから帰る！」「娘にここにいる事を教えないと」等と訴えていた。職員が制止しようとすると、元々気性が荒い事もあり、職員への暴言が聞かれていた。H27年に入ってからは、自室(2階)の窓から飛び降りる事があり、以後は窓が開かないようにして対応。また、カバンへの執着があり、職員が預かっている事を説明するが、覚えておらず何度も確認する事が目立っていた。H27年4月頃より、上記行動が顕著であり、施設対応が困難となってきている事から、かかりつけ医の東八戸病院に相談。「入院して治療するか、施設の対応の問題か」と説明を受け、これまでの経緯から家族としては話を聞いてもらえない印象が強く、転院を考えるようになった。施設職員とも相談し、当院への受診を希望して、相談に至る。

中野　隆二様（３６）　伊藤Ｄｒ　6月9日（火）11:00来院、11:30診察予定
地元の高校卒業後、千葉大学へ進学。卒業後語学留学の為中国へ留学。1年間在住し盛岡市へ帰省。1年間工場の生産業務へ従事。その後再度中国へ行きホテル企業へ3年間勤務。その後再び岩手県久慈市へ戻り、親戚の旅館に住み込みで2年程勤務。退職後は滞在期間は不明だが再度中国へ行き、Ｈ26.7月再度岩手県軽米町へ戻っている。帰省後身体障害者介護の仕事をするも1ヶ月程で退職。八戸市での就労を希望しＨ27.3月下旬に八戸へ転居し単身生活開始。現在も就職活動中。8年程前に意欲低下・集中力低下・睡眠の不安定さ・眩暈・眩暈による歩行困難・上手く話す事が出来ない等の出現し、岩手県盛岡市にある鳴海脳神経外科クリニックを受診。ＭＲＩ等諸検査するも異常は無く内服薬が処方となっていた。現在も意欲低下・集中力の低下・睡眠の不安定さあり。また、食欲があり、以前に比べ10Ｋｇ程度増加しているとの事。今回八戸市へ転居した事から当院での治療継続希望にて当院へ受診相談に至る。

成田　正道様（３７）　川端Ｄｒ　6月10日（水）11：30来院、12：00診察予定

　地元の高校卒業後は八戸市社会福祉専門学校へ進学。卒業後介護福祉士として石田温泉病院デイケアにて就労開始し、現在に至る。これまでに精神科への受診歴はない。H27.2月、妻の浮気が発覚。以後常に不安感があり、夜間23時頃就床するものの朝4時頃には目が覚めてしまう、仕事に集中できない、何をやるにも楽しくないといった症状が出現。食事は出来るだけ摂取するようにしているが、体重が3Kg程減少。これまで我慢していたが、症状が持続している事から職場内の病院（石田温泉病院）の副院長へ相談。当院受診を促され受診相談に至る。

佐藤　健太様（２４）　伊藤Ｄｒ　6月12日（金）10:00来院、診察予定

　宮城県の高校卒業後、宮城県仙台市の代々木ゼミナールへ2年進学。その後八戸学院大学へ進学し、現在に至る。きっかけは不明だが7～8年程前より下痢・吐気、時に字の読み書きが出来たり出来なかったと言った症状が出現。宮城県古川市にあるメンタルケア（詳しい病院の名前は不明）の病院を受診。当時野球部に所属していた事から、部活がハードでありそのストレスから来るものではないか？と説明を受け2年程通院。同院の医師が東北大学から1週間に1回診察に来ている先生であり、仙台市へ転居した事と東北大学が専門の病院である事から東北大学へ転院。2年程通院。その後大学へ進学直後は一旦症状改善傾向であったが、2年程前よりテスト勉強やレポート提出に追われた事をきっかけに下痢・吐気・字の読み書きが出来たり出来なかったりと言った症状が再度出現。夜間の睡眠は6～7時間程取れ、食事摂取も可能で体重減少もないが、症状が持続している事から専門病院での治療を希望し当院へ受診相談に至る。

